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1 はじめに 

本資料では、株式会社ロボティクスウェア社様製 SCADA FA-Panel 6 から、Modbus TCP 通信に

より当社製 UPS へ搭載した LAN インタフェースカード（以下、LAN カード）と通信し、当社製

UPS の遠隔監視を行うための設定方法について記載します。 

 

【本資料にて想定する環境】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお本資料では、FA-Panel 6 Server によるタグ（監視する情報）の設定までを記載します。

FA-Panel 6 Editor による画面設計につきましては、FA-Panel 6 のユーザーガイドをご覧ください。 

参考として、FA-Panel 6 Editor にて作成した UPS 監視画面のイメージを以下に示します。 

 

  

Modbus TCP 通信 
LAN 

LAN インタフェースカード 
（Modbus TCP スレーブ） 

当社製 UPS FA-Panel 6 
（Modbus TCP マスタ） 

管理用 PC 



 

3 

 

2 対象装置 

本資料の作成にあたり、動作を確認した装置を以下に示します。実際に設定を行われる際は、使

用される装置のバージョンにより、表示内容や動作に差異が認められる場合があります。 

 

⚫ LAN インタフェースカード（Modbus 対応品） 

型番：PRLANIF021A、PRLANIF022A、PRLANIF023A、PRLANIF024A 

ファームウェア情報 ROM ：P0014903B 

WEB ：P0014904B 

Viewer ：P0014905B 

⚫ SCADA 

株式会社ロボティクスウェア社様製 SCADA 

品名  ：FA-Panel 6 

バージョン ：Rev.11 

 

 

3 前提条件 

⚫ LAN カードは当社製 UPS に搭載され、IP アドレスなどのネットワーク設定が済んでいること 

⚫ 監視用 PC にて、LAN カードの Web 管理ツールを起動できること 

⚫ FA-Panel 6 は、監視用 PC にインストール済みであること 

⚫ LAN カードと FA-Panel 6 をインストールした監視用 PC は LAN に接続され、Modbus TCP

通信（デフォルト：TCP 502 番ポート）が、ファイアウォールなどにより遮断されないこと 
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4 監視内容 

本資料では、次の情報の遠隔監視を行う場合の設定方法を記載します。各情報の詳細は、「LAN

インタフェースカード Modbus 通信仕様書」（文書番号：C0050932A 以下、通信仕様書と記載）

をご覧ください。 

 

(１) UPS 状態情報 

No. 
レジスタ番号 ビット 

位置 
状態名称 

状態値の内容 

(HEX) (DEC) 0 の場合 1 の場合 

1 

1 1 

0 交流入力電圧 正常 異常(停電) 

2 2 出力状態 OFF ON 

3 4 インバータ運転 No Yes 

4 5 バイパス運転 No Yes 

5 6 バッテリ運転 No Yes 

6 7 スタンバイ中 No Yes 

7 10 バッテリ電圧 正常 異常 

8 13 過負荷 無し 有り 

9 
2 2 

4 重故障 無し 有り 

10 5 軽故障 無し 有り 

 

 

(２) UPS 計測値情報 

No. 
レジスタ番号 データ長 

(ワード) 

データ 

タイプ 
計測値名称 単位 倍率 

(HEX) (DEC) 

1 B 11 1 INT16 入力電圧（１） V 10 

2 14 20 1 INT16 入力周波数 Hz 10 

3 21 33 1 INT16 出力電圧（１） V 10 

4 24 36 1 INT16 出力電流（１） A 10 

5 27 39 1 INT16 出力電力（１） kW 100 

6 2A 42 1 INT16 出力周波数 Hz 10 

7 2C 44 1 INT16 負荷率 % 10 

8 2D 45 1 INT16 バッテリ充電電圧 V 10 

9 31 49 1 INT16 周囲温度 ℃ 10 

10 34 52 1 INT16 バッテリ充電率 % 10 

11 35 53 1 INT16 バッテリ残保持時間 分 10 
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(３) バッテリ動作情報 

No. 
レジスタ番号 データ長 

(ワード) 

データ 

タイプ 
データ名称 単位 

(HEX) (DEC) 

1 83 131 1 UINT16 バッテリ交換警告状況 ― 

2 86 134 1 UINT16 バッテリ交換時期（～ヶ月前） 月 

3 87 135 1 UINT16 バッテリテスト結果 ― 

4 88 136 6 DATE バッテリテスト実施時間 ― 

5 90 144 4 UINT64 バッテリ運転積算時間 秒 

 

 

(４) LAN インタフェースカード制御情報 

No. 
レジスタ番号 データ長 

(ワード) 

データ 

タイプ 
データ名称 

(HEX) (DEC) 

1 BB9 3001 1 INT16 バッテリテスト 

2 BBA 3002 1 INT16 UPS 停止（1 系統/全系統一括） 

3 BBB 3003 1 INT16 UPS 起動（1 系統/全系統一括） 

4 BBC 3004 1 INT16 UPS 再起動（1 系統/全系統一括） 
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5 LANカードの設定 

LAN カードを、Modbus TCP スレーブとして動作するよう設定します。 

 

(１) Web 管理ツールを起動し、設定画面を開きます 

Web 管理ツールを起動し、ログイン後、「基本設定」＞「計測値管理」＞「Modbus 基本設定」

とボタンを押下し、画面遷移します。 

 

(２) Modbus TCP スレーブとして動作するように設定します 

 

 

 

 

  

クリックしてチェックを付けます 

クリックして選択します 

PRLANIF021A、PRLANIF022A の
場合は表示されません 

最後にクリックして 
変更を適用します 
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6 FA-Panel 6の設定 

6.1 LANカードの追加 

FA-Panel 6 に、LAN カードを監視対象の装置として追加します。 

 

(１) FA-Panel 6 Server を起動します 

 

(２) LAN カードを監視対象の装置として追加します 

 

 

 

 

モディコン＞Ethernet＞MODICON(Modbus TCP 
5桁アドレス)を選択し、OK をクリックします 

Driver を右クリックし、 
ユニット追加をクリックします 
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LAN カードの IP アドレスを入力し、
OKボタンをクリックします 

ユニット側設定タブを
クリックします 

追加された装置を右クリックし、 
プロパティをクリックします 

ユニット名を変更し、通信設定ボタンをクリックします 
（ユニット名にスペースは使用しないでください） 
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以上で、LAN カードの追加は完了です。 

 

 

 

6.2 UPS状態情報の設定 

FA-Panel 6 に、UPS 状態情報を監視する設定を行います。 

 

(１) フォルダを追加します 

 

 

 

登録した LAN カードを右クリックし、
フォルダ追加をクリックします 

フォルダの名前を、UPS 状態情報に
変更します 
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(２) タグ（監視する情報）を追加します 

 

 

 

 

 

 

 

追加したフォルダを右クリックし、
タグ追加をクリックします 

追加したタグを右クリックし、
プロパティをクリックします 

監視する状態名称を入力します 
（ここでは、交流入力電圧とします） 

アドレス設定タブをクリックします 

図のように設定します 
 
アドレスは、通信仕様書に
記載されたレジスタ番号
(DEC)に、40000 を加えた
値を指定します 
 
また、次ページの「設定の
ポイント」もご覧ください 
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～設定のポイント～ 

UPS 状態情報やアラーム発生情報など、ビット（0 または 1）で表現される情報を 

監視する場合は、次のように設定します。 

デバイス … 「03- HR 保持ﾚｼﾞｽﾀ(4X)」を指定します 

アドレス …  ビット位置を、@0、@1、@2 … と指定します（@0～@15 まで） 

タイプ … 「0- ﾋﾞｯﾄ」を指定します 

 

タグを追加すると、次のような表示になります。 

 

 

(３) 他のタグを追加します 

同じ要領で、他のタグを追加します。以上で、UPS 状態情報の設定は完了です。 
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6.3 UPS計測値情報の設定 

FA-Panel 6 に、UPS 計測値情報を監視する設定を行います。 

 

(１) フォルダを追加します 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

登録した LAN カードを右クリックし、
フォルダ追加をクリックします 

フォルダの名前を、UPS計測値情報
に変更します 

～注意～ 
フォルダを追加せず、既存のフォルダにタグを追加すると、正常に値を取得できない場合が
あります。必ず新しくフォルダを追加し、そのフォルダにタグを追加してください。 
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(２) タグを追加します 

 

 

 

 

 

 

  

監視するデータ名称を入力します 
（ここでは、入力電圧（１）とします） 

追加したフォルダを右クリックし、
タグ追加をクリックします 

追加したタグを右クリックし、
プロパティをクリックします 

単位を入力します 

アドレス設定タブをクリックします 

図のように設定します 
 
アドレスは、通信仕様書に
記載されたレジスタ番号
(DEC)に、40000 を加えた
値を指定します 
 
また、次ページの「設定の
ポイント」もご覧ください 
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～設定のポイント～ 

UPS 計測値情報やバッテリ動作情報など、整数の情報を監視する場合は、次のように 

設定します。 

デバイス … 「03- HR 保持ﾚｼﾞｽﾀ(4X)」を指定します 

アドレス …  レジスタ番号(DEC)に 40000 を加えた値を指定します 

タイプ … 「3- 整数バイナリ」または「4- 整数バイナリ(符号付き)」を指定します 

サイズ … 「2- 16bit(ワード)」または「3- 32bit(ダブルワード)」を指定します 

 

タイプとサイズの設定は、通信仕様書のデータタイプに応じて指定します。 

データタイプとの対応を次の表に示します。 

データタイプ タイプ サイズ 

INT16 4- 整数バイナリ(符号付き) 2- 16bit(ワード) 

UINT16 3- 整数バイナリ 2- 16bit(ワード) 

INT32 4- 整数バイナリ(符号付き) 3- 32bit(ダブルワード) 

UINT32 3- 整数バイナリ 3- 32bit(ダブルワード) 

 

 

(３) フィルタを設定します 

UPS 取得値情報として取得できる値は、UPS の計測値を 10 倍または 100 倍した値です。

これは UPS の計測値には、小数点以下を含んだ値が入る場合があるためです。 

一例として、UPS の「入力電圧」の計測値が 100.1V の場合、取得できる値はこれを 10 倍

した"1001"になります。 

この 10 倍または 100 倍された値を元の値に戻すため、フィルタを設定します。 

 

 

追加ボタンをクリックします 

フィルタタブをクリックします 
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タグを追加すると、次のような表示になります。 

 

 

(４) 他のタグを追加します 

同じ要領で、他のタグを追加します。以上で、UPS 計測値情報の設定は完了です。 

  

小数点の移動と切り捨てを行う を選択し、
OKボタンをクリックします 

取得する計測値が 10倍の場合は-1 を、 
100 倍の場合は-2 を指定し、OK ボタンを
クリックします 
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6.4 バッテリ動作情報の設定 

FA-Panel 6 に、バッテリ動作情報を監視する設定を行います。 

 

(１) フォルダを追加します 

 

 

 

 

 

 

 

(２) タグを追加します 

6.2UPS 状態情報の設定および 6.3UPS 計測値情報の設定の、（２）タグを追加します の記

載に従い、タグを追加します。 

 

(３) 特殊なデータタイプのタグの追加 

バッテリテスト実施時間（データタイプ：DATE）と、バッテリ運転積算時間（UINT64）

の設定方法について記載します。 

 

  

フォルダの名前を、バッテリ動作情報
に変更します 

登録した LAN カードを右クリックし、
フォルダ追加をクリックします 

～注意～ 
フォルダを追加せず、既存のフォルダにタグを追加すると、正常に値を取得できない場合が
あります。必ず新しくフォルダを追加し、そのフォルダにタグを追加してください。 
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A) バッテリテスト実施時間（データタイプ：DATE） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

監視するデータ名称を入力します 

アドレス設定タブをクリックします 

図のように設定します 
 
アドレスは、通信仕様書に
記載されたレジスタ番号
(DEC)に、40000 を加えた
値を指定します 

高度な設定タブをクリックします 

図のように設定します 
 
データタイプ：DATE は 6 ワ
ードに連なったデータのた
め、配列数 6 の配列として
設定します 
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B) バッテリ運転積算時間（UINT64） 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で、バッテリ動作情報の設定は完了です。 

  

監視するデータ名称を入力します 

単位を入力します 

アドレス設定タブをクリックします 

図のように設定します 
 
アドレスは、通信仕様書に
記載されたレジスタ番号
(DEC)に、40000 を加えた
値を指定します 

高度な設定タブをクリックします 

図のように設定します 
 
データタイプ：UINT64 は 4
ワードに連なったデータの
ため、サイズ：32 ビット（ダ
ブルワード）を配列数 2 の
配列として設定し、4 ワード
分のデータを取得するよう
に設定します 
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6.5 LANインタフェースカード制御情報の設定 

FA-Panel 6 に、LAN インタフェースカード制御情報を監視する設定を行います。 

 

(１) フォルダを追加します 

 

 

 

 

 

 

 

(２) タグを追加します 

6.2UPS 状態情報の設定および 6.3UPS 計測値情報の設定の、（２）タグを追加します の記

載に従い、タグを追加します。 

 

以上で、LAN インタフェースカード制御情報の設定は完了です。 

 

フォルダの名前を、制御情報に変更
します 

登録した LAN カードを右クリックし、
フォルダ追加をクリックします 

～注意～ 
フォルダを追加せず、既存のフォルダにタグを追加すると、正常に値を取得できない場合が
あります。必ず新しくフォルダを追加し、そのフォルダにタグを追加してください。 
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6.6 監視間隔の設定 

フォルダ毎に、監視間隔を変更することができます。頻繁に変化しない情報の更新間隔を長く

することで、ネットワーク回線のトラフィック量を低減することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

以上で監視間隔の設定は完了です。 

 

 

  

監視間隔を変更したいフォルダを右クリックし、
プロパティをクリックします 

任意の時間を設定します 
（デフォルト：1秒） 
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7 通信確認 

実際に Modbus TCP 通信を行い、動作を確認します。 

 

 

 

 

  

オンラインモニター ボタンをクリックします 

空白箇所で右クリックし、タグ操作＞全タグ
モニタリング開始をクリックします 
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LAN インタフェースカード情報と LAN インタフェースカード制御情報は、値の書き込みを行う事

ができる情報です。LAN インタフェースカード制御情報に値を書き込み、動作を確認します。 

 

 

 

 

 

書き込みを行うタグを右クリックし、
タグ操作＞書き込みをクリックします 

～情報～ 
通信開始時に、一時的に通信エラーが発生する場合がありますが、一時的なものであり、以降は発生
しません。 

現在値が正常に取得できていること、クオリ
ティが GOODであることを確認します 

上記の手順により、タグのモニタリングを
開始している状態にします 
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書き込んだ結果が期待通り動作しているかは、UPS の動作および、LAN カードのイベントログで確

認してください。 

 

以上で通信確認は完了です。 

以降は FA-Panel 6 Editor を使用して画面設計を行い、取得した情報を表示するように設定してくだ

さい。 

 

 

8 参考資料 

⚫ 「LAN インタフェースカード Modbus 通信仕様書」 

文書番号：C0050932A 

 

 

 

 

 

以上 

 

書き込む値を入力し、書き込み ボタンをクリックします 
書き込む値については、通信仕様書をご覧ください 
 
参考までに、バッテリテスト に書き込むことができる値
は次の通りです。 
０ … バッテリテスト開始 
１ … バッテリテスト中止 
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